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５　 給与構造の改革関係

第２５表　地域別官民給与の較差（平成１７年）

官 民 給 与 の 較 差地 域

△０．３６％全　 　 　 　 　 　 　 　 国

△４．７３％北 海 道 ・ 東 北

０．０１％関 東 甲 信 越

０．５４％東 京 都

０．７３％中 部

△０．６９％近 畿

△４．２７％中 国 ・ 四 国

△４．４２％九 州 ・ 沖 縄

（注）各地域に含まれる都道府県は、次のとおりである。
　　　「北海道・東北」…北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
　　　「関東甲信越」……茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨
　　　　　　　　　　　　県、長野県
　　　「中部」……………富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
　　　「近畿」……………滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　「中国・四国」……鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県
　　　「九州・沖縄」……福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
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第２７表　査定昇給による評価区分別の人員分布状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

評価区分別従業員割合　　　　　　　　　　　　項目

役職・企業規模　　　　　　　 下　位　者標　準　者上　位　者

１７．６５９．０２３．４規　　模　　計

課長級 １８．６５７．３２４．１５００人以上

　

１７．２５９．６２３．２５００人未満

１７．６５８．６２３．８規　　模　　計

係　員 １９．３５５．０２５．７５００人以上

　

１６．９５９．９２３．２５００人未満

第２６表　査定昇給制度の状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

係　　　　　員課　　長　　級　　　　　役職段階

項目　　　　　　　 500人未満500人以上500人未満500人以上

100.0100.0100.0100.0100.0100.0計

83.689.885.067.260.865.7昇給制度あり

(73.6)(84.0)(76.2)(73.2)(82.0)(75.1)査定昇給あり

(26.4)(16.0)(23.8)(26.8)(18.0)(24.9)査定昇給なし

9.55.88.623.832.925.9昇給制度なし

－－－15.025.617.5年　俸　制

7.04.46.49.06.38.4不　　明

（注）昇給制度の内容は，昇給制度ありを１００とした割合である。
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第３１表　査定昇給の昇給水準分布状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（最上位）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

係　　　員課　長　級　　　　　　　　　　　　　　項目

最上位水準階層　　　　　　　　　 累積比百分比累積比百分比

１４．６１４．６１６．４１６．４１００％超　１１０％以下

▲　２６．７１２．０▲　３０．６１４．２１１０％超　１２０％以下

３５．６８．９３９．０８．４１２０％超　１３０％以下

４２．７７．２４５．９６．９１３０％超　１４０％以下

○　５５．０１２．３○　５６．９１１．０１４０％超　１５０％以下

５９．３４．３６０．０３．１１５０％超　１６０％以下

６２．６３．３６２．９２．９１６０％超　１７０％以下

６４．９２．３６６．１３．２１７０％超　１８０％以下

６６．７１．８６８．１．９１８０％超　１９０％以下

▼　８０．１１３．４▼　７８．５１０．５１９０％超　２００％以下

８８．９８．８９０．５１２．０２００％超　３００％以下

９４．２５．３９４．６４．１３００％超　４００％以下

９７．１２．９９７．５２．９４００％超　５００％以下

１００．０２．９１００．０２．５５００％超　　　　　　　

第２８表　査定昇給の昇給水準分布状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（最上位）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

係　　　員課　長　級　　　　　　　　　　　　　　項目

最上位水準階層　　　　　　　　　 累積比百分比累積比百分比

１４．６１４．６１６．４１６．４１００％超　１１０％以下

▲　２６．７１２．０▲　３０．６１４．２１１０％超　１２０％以下

３５．６８．９３９．０８．４１２０％超　１３０％以下

４２．７７．２４５．９６．９１３０％超　１４０％以下

○　５５．０１２．３○　５６．９１１．０１４０％超　１５０％以下

５９．３４．３６０．０３．１１５０％超　１６０％以下

６２．６３．３６２．９２．９１６０％超　１７０％以下

６４．９２．３６６．１３．２１７０％超　１８０％以下

６６．７１．８６８．０１．９１８０％超　１９０％以下

▼　８０．１１３．４▼　７８．５１０．５１９０％超　２００％以下

８８．９８．８９０．５１２．０２００％超　３００％以下

９４．２５．３９４．６４．１３００％超　４００％以下

９７．１２．９９７．５２．９４００％超　５００％以下

１００．０２．９１００．０２．５５００％超　　　　　　　

（最下位）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

係　　　員課　長　級　　　　　　　　　　　　　　項目

最下位水準階層　　　　　　　　　 累積比百分比累積比百分比

９．２９．２９．６９．６９０％超　１００％未満

１７．８８．６１８．８９．２８０％超　　９０％以下

▲　２８．６１０．８▲　３０．９１２．１７０％超　　８０％以下

３６．９８．３３７．８６．９６０％超　　７０％以下

４２．４５．５４２．６４．８５０％超　　６０％以下

○　５１．３８．９○　５１．５９．０４０％超　　５０％以下

５５．６４．３５４．９３．４３０％超　　４０％以下

５９．９４．３５７．５２．６２０％超　　３０％以下

６２．８３．０６０．５３．０１０％超　　２０％以下

６５．１２．３６２．１１．６　０％超　　１０％以下

▼　９１．１２６．０▼　８９．６２７．５　０％　　　（昇給なし）

１００．０８．９１００．０１０．４マイナス昇給

（注）累積比欄の▲印は第１四分位を、○印は分布の中位を、▼印は第３四分位を示す。
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第３０表　冬季賞与の成績区分別の人員分布状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

係　　　　　員課　　長　　級　　　　　　　　項目

企業規模　　　　　　 下位者標準者上位者下位者標準者上位者

１８．０５７．６２４．４１８．３５７．４２４．３規　模　計

１９．３５４．０２６．７２０．６５２．２２７．１５００人以上

　

１７．６５８．７２３．７１７．６５９．０２３．４５００人未満

第２９表　冬季賞与の考課査定分の配分状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

係　　　　　員課　　長　　級　　　　　　　　項目

企業規模　　　　　　 考課査定分一定率(額)分考課査定分一定率(額)分

３８．０６２．０４４．７５５．３規　模　計

３９．５６０．５５０．１４９．９５００人以上

　

３７．６６２．４４３．２５６．８５００人未満

第３１表　冬季賞与の支給状況（最上位者・最下位者）

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

係　　　　　員課　　長　　級　　　　　　　　項目

企業規模　　　　　　 最下位者標準者最上位者最下位者標準者最上位者

６４．０１００．０１４２．０６４．６１００．０１４０．７規　模　計

６４．２１００．０１４５．０６６．１１００．０１４１．３５００人以上

　

６４．０１００．０１４１．１６４．２１００．０１４０．５５００人未満

（注）標準者を１００とした場合。
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第３２表　基本給の下がった従業員に対する現給保障等の経過措置の状況

（平成１７年職種別民間給与実態調査）

（単位：％）

経過措置を　　　　　　　　　　　　項目

役職・企業規模　　　　　　　 行わない行った

２８．８７１．２規　　模　　計

課長級 ２１．８７８．２５００人以上

　

３２．４６７．６５００人未満

２５．１７４．９規　　模　　計

係　員 １５．７８４．３５００人以上

　

３０．１６９．９５００人未満

（注）基本給引下げを伴う制度改正を行った事業所は、全事業所の２６．４％（課長級）、２５．４％（係員）で　
　　ある。

第３３表　公務員の異動状況

　その１　異動距離別異動者数

（平成１６年転勤実態調査）

現官署と異動等前官署との距離
異動者数計職員数

３００km以上６０km以上３００km未満６０km未満

１７，３９８人２５，５８６人２７，４２７人７０，４１１人２９０，６０９人

（６．０％）（８．８％）（９．４％）（２４．２％）（１００．０％）

（注）１　転勤実態調査の対象は、平成１５年１１月１日から平成１６年１０月３１日までの間に官署を異にする異
動（同一市町村内の異動を除く。）等をした職員である。（以下、その２、その３について同じ。）

　　　２　職員数は、平成１６年国家公務員給与等実態調査による給与法適用職員数の計である。
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　その２　ブロック内外の異動状況

（平成１６年転勤実態調査）

ブロック外同一ブロック内　　　　　　　　　異動先
異動元　　　　　　　　　

８０７人４，０３７人
北 海 道

（１６．７％）（８３．３％）

９７６人５，０１３人
東 北

（１６．３％）（８３．７％）

４，２８４人１８，０１７人
関 東 甲 信 越

（１９．２％）（８０．８％）

１，７２８人７，７８２人
中 部

（１８．２％）（８１．８％）

２，２２０人８，３５４人
近 畿

（２１．０％）（７９．０％）

１，１９５人３，９０９人
中 国

（２３．４％）（７６．６％）

６４８人２，１２２人
四 国

（２３．４％）（７６．６％）

１，４４７人６，８０８人
九 州

（１７．５％）（８２．５％）

４９７人５６７人
沖 縄

（４６．７％）（５３．３％）

（注）１　「異動元」に含まれる都道府県は、次のとおりである。（その３について同じ。）
　　　　　「北海道」…北海道
　　　　　「東北」……青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
　　　　　「関東甲信越」…茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨

　　　　　　 県、長野県
　　　　　「中部」……富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
　　　　　「近畿」……滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
　　　　　「中国」……鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
　　　　　「四国」……徳島県、香川県、愛媛県、高知県
　　　　　「九州」……福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県
　　　　　「沖縄」……沖縄県
　　　２　「異動元」の都道府県内での異動を「同一ブロック内」とし、それ以外の異動を「ブロック外」

と分類した。

　その３　東京都特別区からの異動状況

（平成１６年転勤実態調査）

特　別　区　か　ら　の　異　動　先
特別区からの
異 動 者 数 計

沖縄九州四国中国近畿中部関東甲信越東北北海道

１１８人４２５人１５５人２４３人５４７人４８５人３，８６１人３９０人３１６人６，５４０人

（１．８％）（６．５％）（２．４％）（３．７％）（８．４％）（７．４％）（５９．０％）（６．０％）（４．８％）（１００．０％）


